
  

［獣医学教育の改善・充実に関する調査協力者会議(第５回)提出資料］ 

 

ＮＯＳＡＩ団体の産業動物獣医師対策について 

 

平成 24 年 10 月 22 日 

ＮＯＳＡＩ全国 

企画研修部 横尾 彰 

 

１．平成 24 年度の主な取組み 

（１） 平成 24 年４月１日現在の獣医師職員採用に係る調査を実施

したが、採用は 89 名の募集に対し 86 名（うち女性 35 名）と

なった。 

これら採用者を対象にアンケート調査を実施し、83 名(うち

女性 35 名)から回答を得たが、調査結果から分かった主な内容

は次のとおり。なお、調査結果については全国 16 獣医学系大

学に送付した（図１参照）。 

 

  (ア)診療所での夏期実習、大学の講義や実習が有効であること。 

 (イ) 進路の変更は４年生に多く、また、家畜共済・家畜診療と

いう職務内容の周知が重要であること。 

  (ウ)今後の学生への対応としては、臨床実習、大学での講義・

実習への協力、説明会の開催を引続き実施していくことが必

要で、特に実習・講義等で低学年から参加できる機会を作っ

ていくことが重要である。 

 

また、本調査に合わせて各県募集案内の収集を行い、平成

25 年度農業共済団体獣医師採用予定について、全国 16 獣医学

系大学に一括送付した。 

 

（２） ６月１日に麻布大学、２日に日本獣医生命科学大学において、

農林水産省及び 17 連合会等の参加により「家畜共済事業に係

る獣医師職員採用説明会」を開催し、現場獣医師の体験談等を

含め家畜共済や診療所の説明を行うとともに、各県担当者によ

る個別ブースでの説明を行った。参加学生は合計 123 名と過去

最高となった。（参考： 22 年度は 114 名、23 年度は 109 名） 

また、参加学生を対象にアンケート調査を実施したが、その

調査結果(回答数 109 名、うち女性 70 名) の概要は次のとおり。 
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  (ア)獣医系大学の志望動機は「動物が好き」が圧倒的に多く、

入学時の希望進路についても、「小動物臨床」が半数を占め

た。 

  (イ) 現在の希望進路は、産業動物臨床に関心のある参加学生か

らの回答であるため、産業動物臨床が圧倒的に多かったが、

産業動物臨床への主な変更理由は、「職務内容」「自分の適

性」「将来性」などであった。 

  (ウ) 家畜診療所での実習経験は、「実習経験あり」が半数を占

め、臨床実習の感想については、「産業動物臨床をやってみ

たくなった。」「産業動物臨床に興味を持った。」など多く

が好意的であった。 

  (エ) 産業動物獣医師に対するイメージは、「社会貢献してい

る」「やりがいあり」については高い評価であったが、「給

与」「勤務体制」「住環境・生活環境」「研修体制」につい

て悪いという回答が、５～14％あった。 

 

（３） 夏期臨床実習については、本年度より岐阜大学を全国 16 大

学の窓口として受入れ連合会等へ申込むこととなったが、全国

34 府県 81 診療所の 164 名の受入体制の下で、実施した（別表

参照）。 

（参考： 22 年度は 25 県 51 診療所で 157 名、23 年度は 26 府県 56 診

療所で 163 名を受入れ。） 

 

（４） 産業動物獣医師に関する獣医学系大学教官との懇談会につ

いては、６月 19 日に東北地区（岩手大学、北里大学）、８月

１日に北海道地区（北海道大学、帯広畜産大学、酪農学園大学）、

11 月２日に九州地区（宮崎大学、鹿児島大学）、11 月 15 日に

中国・四国地区（鳥取大学、山口大学）ほか、他地区でも開催

予定。 

 

（５） ＮＯＳＡＩ団体の獣医師採用情報については、ＮＯＳＡＩ全

国ホームページにて、随時、25 年度に区分して閲覧可能とし

ており、逐次更新予定。 
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２．関係団体との連携 

（１） 10 月６日、日本獣医師会が主催する「2012 動物感謝デーin 

JAPAN」に参加し、獣医系学生並びに一般消費者に対し産業動

物獣医師及び家畜共済についてＰＲした。 

 

（２） 農林水産省の補助を受けて家畜衛生対策推進協議会(事務

局:中央畜産会) 並びに獣医療提供体制整備推進協議会(事務

局:日本獣医師会)が実施する「獣医療提供体制整備推進総合対

策事業」に引続き協力し、５月 24 日及び６月 25 日に本会職員

を検討会委員として派遣した。また、23 年度に引続き獣医療

提供体制整備推進協議会に参加し、２月 20～21 日に家畜診療

等技術全国研究集会を同事業の一部として実施する予定。 

 

（３） 23 年度より農林水産省が直接実施することとなった獣医師

養成確保修学資金貸与事業については、各県ごとに関係団体等

が応募する形態となった。23 年度新規申込み 25 名のうち 24

年度継続受給者は 18 名（うちＮＯＳＡＩ関係２名）、24 年度

新規申込みは 22 名（うちＮＯＳＡＩ関係２名）となっており、

合計で 40 名が受給中である。なお、7 月に 24 年度分の追加募

集（若干名）が行われた。 

（参考：平成 22 年度まで申込みのあった中央畜産会事業分の 24 年度

継続受給者は合計 31 名、うちＮＯＳＡＩ関係５名である。また、

平成 24 年３月受給終了者９名中３名がＮＯＳＡＩ関係への就職者

である。） 
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